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　HIV／エイズは世界中で増え

続けています。流行が深刻な地

域では、人口の減少、平均寿命

の短縮、孤児の増加などがおこり、

国の存続を左右しかねない大き

な問題となっています。 

　日本でも性的接触による感染

者が、女性は20代、男性は20代

から50代を中心に広がってきて

います。このように、さまざま

な年代の人々が、HIV（エイズの

原因となるウイルス）に感染す

るということは、本人はもちろ

んのこと、周囲の大切な人が感

染したり、感染したお母さんか

ら赤ちゃんが感染して生まれて

くることもあり、家族、家庭や

社会に、影響を及ぼします。 

　いま生きているすべての生命

のためにも、また生まれてくる

かけがえのない大切な生命の 

ためにも、わたしたちはHIV／ 

エイズについて、正しく理解を

深める必要があります。 

　幸いHIVは、感染経路や予防

方法がすでにわかっており、わ

たしたちの行動によってHIV感

染を予防することができます。

またHIV感染をしても、適切に

医療サービスを受けることがで

きれば感染前とほぼ同じ生活を

送ることもできます。 

　この冊子は、HIVとエイズの

違い、感染経路や予防方法のほか、

日ごろ疑問や不安に思われがち

なことについて、わかりやすく

解説しています。どうぞ、あな

たとあなたの大切な人や家族の

ためにお役立てください。 
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　現在、エイズ（AIDS・後天性免

疫不全症候群）の問題は世界が抱

える最も大きなテーマのひとつ

です。 

　2009年現在で約3,330万人の

HIV感染者およびエイズ患者が世

界中でこの病気とたたかってい

ます＊。 

　日本でもHIV感染者・エイズ患

者数は増加しています。2010年の

新規感染者・患者の報告数は1,503

件と、7年連続して1,000件を超え、

これまで報告された感染者・患者

数の累計も19,000人を超えました＊＊。

この増加は都市圏だけでなく、地

方においても同じような傾向に

あります。また、感染者の多くは

男性ですが、女性の感染者も増え

ています。 

　HIV／エイズを予防するため

には、感染経路を正しく理解して、 

常に感染を防ぐ方法を実行する

ことが重要です。 

 

HIVについての 
正しい知識と行動があれば安心です 

UNAIDS発行『UNAIDS REPORT ON THE GLOBAL AIDS EPIDEMIC 2010』から 
凝固因子製剤による感染者1,439人を含む。 
＊ 
＊＊ 

2



 　英語のAcquired Immuno-

deficiency Syndrome の頭文

字をとったものです。 

　日本語では「後天性免疫不全症

候群」といい、生まれた後にかか

る（後天性）、免疫の働きが低下

すること（免疫不全）により生じる、

いろいろな症状の集まり（症候群）

という意味になります。 

エイズとHIV感染は同じでは 
ありません 

エイズ 
（AIDS） 
とは 

エイズについての基礎知識 
エイズとは後天性免疫不全症候群のことです 

アクワイアド 

イミュノ 

デフィシェンシー 

シンドローム 

後天性 

免　疫 

不　全 

症候群 

生まれた後にかかる 
免疫の働きが 
低下すること 
により生じる 

いろいろな症状の 
集まり 
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　HIV（Human Immunodeficien-

cy Virus：ヒト免疫不全ウイルス）

は、免疫のしくみの中心であるヘ

ルパーTリンパ球（CD4細胞）と

いう白血球などに感染します。そ

して、からだを病気から守ってい

る免疫力を破壊していきます。 

 

 

 

 

　HIVに感染すると、通常6～8週

間経過して、血液中にHIV抗体が

検出されます。感染から数週間以

内にインフルエンザに似た症状

が出ることがありますが、この症

状からはHIV感染をしているかど

うかを確認することはできません。

HIV検査を受けることではじめ

て感染の有無を確認することが

できるのです。 

　その後、自覚症状のない時期（無

症候期）が数年続き、さらに進行

すると、病気とたたかう抵抗力（免

疫）が低下し、本来なら自分の力

でおさえることのできる病気（日

エイズとHIV感染は同じでは 
ありません 

HIV／エイズって 
どんな病気 

エイズはHIVに感染すること 
によっておこる 

HIVに感染してもすぐエイズを 
発症するわけではない 　免疫力が低下すると出現す

る感染症です。代表的なものに、
カンジダ症、ニューモシステ
ィス肺炎、サイトメガロウイ
ルス感染症などがあります。 
　また、エイズ発症の指標疾
患のなかには、抵抗力が下が
ることで発症する悪性リンパ
腫やカポジ肉腫などの腫瘍も
あります。 

日和見感染症とは？ 
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HIV感染からエイズ発症までの流れ 

治療の進歩によって、エイズ発症
を予防したり遅らせたりすること
が可能です。また、発症しても治
療で免疫力を再び高めることもで
きます。きちんと医療機関で継続
して治療を受けることが、HIVへ
のひとつの重要な対応です。 

和見感染症とよばれる）などを発

症するようになってしまいます。 

　このようにして、抵抗力が落ち

ることで発症する疾患のうち、代

表的な23の指標となる疾患が決

められており、これらを発症した

時点でエイズ発症と診断されます。 

　現在はさまざまな治療薬が出

ており、きちんと服薬することで

エイズ発症を予防することが可

能になっています。 

HIVに感染しても、 
それに由来する 
症状はありません 

日和見感染症の発症 
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　HIVの感染力は弱く、性行為以

外の社会生活のなかでうつるこ

とはまずありません。 

　HIVは主に3つの経路で感染し

ます。 

 

 

　性行為による感染はもっとも

多い感染経路です。HIVは主に血

液や精液、膣分泌液に多く含まれ

ています。HIVは感染者の血液・

精液・膣分泌液から、その性行為

の相手の性器や肛門、口などの粘

膜や傷口を通ってうつります。で

すから、性行為におけるコンドー

ムの正しい使用は、エイズや他の

性感染症予防にとって有効な手

段です。 

HIVは 
こうしてうつります 

性行為 
による感染 

感染経路 
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　HIVが存在する血液の輸血や、

覚せい剤などの依存性薬物の“回

しうち”による注射器具の共用な

どによって感染します。日本では、

現在、献血された血液は厳重な検

査により最高水準の安全が確保

されていますが、現在の技術では

きわめて稀とはいえ、感染の可能

性を完全には排除できません。な

お、血液凝固因子製剤については

加熱処理が行われているので、現

在の血液製剤で感染する心配は

ありません。 

 

 

 

　母親がHIVに感染している場合、

妊娠中や出産時に赤ちゃんに感

染することがあります。母乳によ

る感染の例もあります。 

　日本では、お母さんがHIVの治

療薬を飲むことや母乳を与えな

いことで、赤ちゃんへの感染を1

％以下におさえることができます。 

血液 
を介しての感染 

感染経路 

母親から赤ちゃんへの 

母子感染 

感染経路 
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　「HIVにかかりやすいのはどん

な人？」というのは、この病気に

ついてのよくある疑問のひとつ

です。その答えはHIVに感染しや

すい“人間の行為”があるという

ことです。日本では感染経路のほ

とんどが性行為です。感染しやす

い行為をすれば、だれでもうつる

可能性があり、他人ごとではない

「自分の問題」と考えることが大

切です。 

 

 

 

　HIVは、3つの感染経路でしかう

つりません。ふだんの生活ではう

つらないことがわかっており、む

やみに怖がることはありません。

この病気を予防し、あるいは共に

生きるために、まずきちんとした

知識や理解をもつことが大切です。 

　ここでは、感染予防から検査・

相談などのことまで、よくある疑

問や不安についてQ&A方式でお

答えします。正しく知り、理解す

るためにもぜひご覧ください。 

感染予防から検査・相談まで、 
疑問や不安に答えます 

HIV感染は 
  だれもがかかる 

正しい知識と 
理解が大切 
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感染経路について 
HIVは、エイズがまだ発症していない人からもうつるのでしょうか？ 

感染した人を刺した蚊に刺されても大丈夫ですか？ 

他の人が使用したカミソリや歯ブラシを使うとHIVに感染します
か？ 

感染者が使用した洋式トイレの便座に座っても安全でしょうか？ 

感染者が飲食店などの調理人であった場合、調理された食べ物や
飲み物などで感染しないのでしょうか？ 

ネコもエイズにかかると聞きましたが、そのネコから人にうつる
のでしょうか？ 

理髪店で顔をそられたときにキズをつけられましたが…？ 

献血、採血等、医療行為を受けるときの注射針で感染しませんか？ 

 

性行為での感染について 
軽いキスで感染する可能性はありますか？ 

コンドームは100％安全ですか？ 

オーラルセックス（口腔性交）は安全ですか？ 

いま、特定のパートナーがいます。この特定のパートナーだけとの
性行為なら、感染の心配はないでしょうか？ 

クラミジアにかかっていると、HIVに感染しやすくなるのは本当で
すか？ 

 

検査について 
検査を受けたいのですが、どこに行ったらよいのですか？ 

献血でHIV検査をしていますか？ 

検査はどういうタイミングで受けたらよいでしょうか？ 

検査を受けたいが、名前を知られたくありません。どうすればよい
のでしょうか？ 

検査で陽性と出るとこわいので検査を受けていないのですが、ど
うしたらよいですか？ 

検査で陰性と出ました。この「陰性」は、これからも同じ行動をし
ていてもHIV感染しないということでしょうか？ 

 

もし感染していたら…治療などについて 
感染してもエイズにならない治療というのはあるのでしょうか？ 

感染したらどこに相談に行けばよいのですか？ 

HIVに感染していることがわかっていますが、子どもをもちたい
のですが…？ 

10～11ページ 

12～14ページ 

15～18ページ 

19ページ 
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感染予防から検査・相談まで、 
疑問や不安に答えます 

感染経路について 

 
 
 
 
 
A-1　うつります。HIVは、HIV感染者
の血液・精液などに含まれています
から、これらが直接からだの中に入
れば感染する可能性があります。 
 
 
 
 
 
 
A-2　大丈夫です。HIVは蚊の体内で
急速に感染力を失ううえ、前の人の
血液が次の人に注入される可能性が
ないため、蚊によって感染すること
はありません。 
 

 
 
 
 
 
A-3　カミソリなどに血液が付着し
ていなければ心配ありません。ただし、
いろいろな感染症を防ぐためにも、
血液がつきやすいカミソリ、歯ブラシ、
タオルなどの日用品はそれぞれ自分
のものを使うようにしましょう。 
 
 
 
 
 
 
A-4　心配はありません。HIVは感
染力が弱く、性行為以外の日常生活
で感染する可能性はまずありません。
トイレの便座にかぎらず、お風呂や
プール、つり革、手すりなどからも
感染しません。 
 

HIVは、エイズが
まだ発症していな

い人からもうつるのでしょう
か？ 

他の人が使用した
カミソリや歯ブラ

シを使うとHIVに感染します
か？ 

感染者が使用した
洋式トイレの便座

に座っても安全でしょうか？ 

感染した人を刺し
た蚊に刺されても

大丈夫ですか？ 
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A-5　その心配はありません。HIVは
食べ物や飲み物または食器を介して
感染することはありません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
A-6　うつりません。ネコのエイズ
をひきおこすのはFIV（ネコ免疫不 
全ウイルス）というウイルスです。
人のエイズとよく似た症状をおこし
ますが、ネコに特有の病気で人に感
染することはありません。 
 

 
 
 
 
A-7　法律で衛生管理が徹底されて
いるので、感染の心配はありません。 
 
 
 
 
 
 
A-8　日本では、現在、使用してい
る注射針はすべて使い捨てまたは消
毒済みですから、感染の心配はあり
ません。 

感染者が飲食店な
どの調理人であっ

た場合、調理された食べ物や
飲み物などで感染しないので
しょうか？ 

理髪店で顔をそら
れたときにキズを

つけられましたが…？ 

献血、採血等、医
療行為を受けると

きの注射針で感染しませんか？ 

ネコもエイズにか
かると聞きました

が、そのネコから人にうつる
のでしょうか？ 
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感染予防から検査・相談まで、 
疑問や不安に答えます 

性行為での感染について 

 
 
 
 
A-9　相手の口の中に出血がないか
ぎり、キスで感染する可能性はあり
ません。 
 
 
 
 
 
A-10　正しく使用すれば、ほぼ100
％安全です。ただし、直前につける
のではなく、性行為のはじめから終
わりまでつけておくことが必要です。
また、コンドームの破損にも注意し
てください。コンドームの使用は、
梅毒やクラミジアなどの性感染症の
予防にも役立ちます。 
　コンドームの正しい使用のしかた→21ページ 

 
 
 
 
 
 
A-11　口を使っての性行為では、
口の粘膜からHIV感染する可能性が

あります。男性器へのオーラルセッ
クスでは、コンドームを正しく使い
ましょう。女性器に対しては、デン
タルダム

※
を使用するか、コンドー

ムを切り開いて使う方法などがあり
ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
A-12　いろいろな状況が考えられ
ます。 
　まず、いまつきあっているパート
ナーが「ひとり」でも、もしそのパー
トナーが過去につきあっていた人の
中にHIV感染していた人がいれば、
パートナーが感染している可能性が
あります。その場合は、パートナー
との性行為のときに、あなたが感染
予防の行動をとらなければ、HIV感染
の可能性があります。 
　また、あなた自身が「いま」パート
ナーを特定していても、過去につき

※デンタルダムは歯科治療用の薄いラテックス　
製のシートです。 

軽いキスで感染す
る可能性はありま

すか？ 

コンドームは100％ 
安全ですか？ いま、特定のパー

トナーがいます。
この特定のパートナーだけと
の性行為なら、感染の心配は
ないでしょうか？ 

オーラルセックス
（口腔性交）は安

全ですか？ 
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あった人の中にHIV感染している人
がいれば、感染予防をしてこなかっ
た場合、HIVに感染している可能性が
あります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
A-13　本当です。クラミジアにか
ぎらず、梅毒や淋病、性器ヘルペス

感染症などの性感染症にかかると、
性器の粘膜が壊れてHIVに感染しや
すくなります。このため、性行為で
はコンドームを正しく使用すること
が大切です。コンドームの正しい使用
はHIVにかぎらず、それ以外の性感
染症予防にとっても有効な手段です。 

　すぐに治療を受けましょう。
性感染症は治療が可能です。早
期に治療を受けることで、重症
になるのを防ぐことができます。 

　あなたに症状がなくても、パ
ートナーに性感染症の症状が
あれば感染の可能性がありま
すので、検査を受けることをお
すすめします。 

　パートナーも性感染症に感
染している場合は、いっしょに
治療を受けることがとても大
切です。ひとりだけ治療しても、
パートナーから再び感染する
可能性があるからです。 

性感染症に 
感染したときは… 

あなたの 
パートナーは 
ひとりでも… 

クラミジアにかか
っていると、HIV

に感染しやすくなるのは本当
ですか？ 

性的関係 
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感染予防から検査・相談まで、 
疑問や不安に答えます 

　STI（Sexually Transmitted Infection）は性行為
で感染する病気です。若者を中心に感染者が増加し
ています。STIに感染しているとHIVに感染しやすく
なります。また、ほうっておくと女性の場合、不妊
症や子宮外妊娠をおこすことがあり、妊娠・出産時
に母子感染の可能性も出てきます。STIのほとんどは
コンドームで予防できます。感染したら放置せず、
パートナーといっしょに治療を受けましょう。 

主なSTIの症状と特徴 

男女ともに感染者が多
い。 

最近とくに男性のあい
だで感染が広がってい
る。 

皮膚や粘膜の小さな傷
から細菌が侵入して感
染し、やがて全身に広
がり、さまざまな症状
をひきおこす。 

湿った部位にいぼがび
っしりできる。子宮頸
がん、外陰がんをひき
おこす可能性もある。 

女性に多く、感染する
とウイルスが潜伏し、
皮疹をくり返す。 

トリコモナス原虫が病
原体。女性に多くみら
れる。 

尿道に軽い炎症をお
こし、排尿時にしみ 
る。尿道から薄い分
泌液が少し出る。 

尿道炎になり、強い 
排尿痛、尿道口に発 
赤。尿道から濃い黄
白色の分泌物が多量
に出る。 

感染後約3週間で、感染部位に大豆くらいの
赤くてかたい痛みのないしこりができる。 

性器・肛門周囲に淡紅色や薄い茶色のいぼが
でき、カリフラワー状になる。 

陰茎包皮や亀頭など
に複数の小さな水疱
が出る。数日後に破れ、
痛みをともなう浅い
潰瘍となる。 

不正子宮出血や軽い
下腹部痛、性交痛。 

おりものの増加、排
尿痛、頻尿。 

外陰部に複数の水疱
ができ、破れて潰瘍
となる。強い痛みに
よる排尿困難や発熱
をともなう。 
膣炎や外陰炎をおこ
し、悪臭をともなう
おりものやかゆみが
ある。 

梅毒 

感染経路として血液を
介することが多いが、
性行為によっても感染
する。 

全身倦怠感、食欲不振、黄疸などの症状が出
ることがある。無症状の場合も多い。 

B型肝炎 

病名 特徴 症状 

男性 女性 

性器 
クラミジア 
感染症 

淋菌 
感染症 
（淋病） 

尖圭 
コンジローマ 

性器ヘルペス 
感染症 

トリコモナス症 

ＨＩＶ感染との 
重複が 
一番多い！ 

ＨＩＶ感染との 
重複が 
多い！ 

最も 
感染者が 
多い！ 

男女に 
拡大 

性行為での感染について 

せん けい 
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検査について 

 
 
 
 
A-14　保健所、病院、クリニックな
どで検査を受けることができます。 
　保健所では、名前や住所を知らせ 
ず、また、無料で検査を受けること
ができます。検査を受けられる時間
は保健所によって異なります。予約
が必要な保健所もありますから、事
前に電話で確認することをおすすめ
します。 
　病院や一般のクリニックで受ける
場合は原則有料です。また、名前や
住所を知らせる必要があります。HIV
検査を受けられるクリニックは、泌
尿器科、産婦人科、性病科などです。
検査受付については、費用や時間な
ども含めて事前に確認してください。 
 

 
 
 
A-15　献血された血液のHIV検査は、
輸血を必要とする方への血液の安全
を確保するために行っているものです。
献血者のHIV感染の診断をするため
の検査ではありません。とくに、感
染初期の血液は、HIV検査では陰性と
なるため、検査をすりぬけて輸血され、
輸血によるHIV感染の原因となる危
険性があるので、このことをよく理
解しましょう。 
　感染が心配なときには、保健所や
医療機関でのHIV検査を受けること
をおすすめします。専門の場所で検
査を受ければ、HIV／エイズに関する
さまざまな情報を入手することができ、
心配なことを安心して相談すること
ができます。 

検査を受けたいの
ですが、どこに行

ったらよいのですか？ 

献血でHIV検査を
していますか？ 

15



感染予防から検査・相談まで、 
疑問や不安に答えます 

A-16　下記を参考にしてください。 

検査を受ける 
タイミング 

　感染の可能性のある機会
があって3か月以上たってか
ら検査を受け、「陰性」と出
た場合は、感染していない
と考えられます。 

感染の有無を 
はっきり確認したいとき 

　感染が非常に心配な場合は、感染
の可能性のある機会から3か月以内
であっても、検査・相談を受けるこ
とで、ひとつの目安を得ることがで
きます。ただし、もし陰性と出ても
その結果を最終的に確認するため
には、感染の機会から3か月以上た
ってからの再受検が必要となります。 

感染のことがどうしても 
心配になったとき 

1か月以降の検査 感
染
の
機
会
 
検
査
結
果
 

陰性 

陽性 

検査の結果が「陽性」の場合は、HIVに感染していると考えられます。その場合は、気
持ちが落ちついた後に、精密検査を含めて医療機関に行くことをおすすめします。受
診することで、今後HIVとどうつきあっていくか具体的な方法を得ることが可能にな
ります。 

感染している可
能性は低いが、
その可能性は残
っている 

（感染の機会から） 
3か月後の 
再検査を!

陰性 

陽性 

感染している
可能性は非常
に低い 

（感染の機会から） 
3か月後の 
再検査を!

3か月以降の検査 

陰性 

陽性 

感染している
可能性はない
と考えられる 

2か月以降の検査 

HIVに感染していると考えられる。医療機関で精密な検査を受け、 結果の確認をする 

検査はどういうタイミングで受けたらよいで
しょうか？ 
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A-17　保健所では名前を知らせず
に検査を受けることができます。結
果は本人が保健所で直接聞きます。
検査結果は1～2週間くらいでわかり
ます。 
 
 
 
 
 
 
 
A-18　相談機関に相談してみるの
もひとつの方法です。そして、あな
たにとって検査を受けることの意味
（利点や留意点）を一度考えてみてく
ださい。 
　検査を受ける利点としては、感染
していないことがわかれば不安を解
消できます。また、もし感染がわか
った場合、必要があれば免疫力を高
める治療を受けることができ、感染
前と変わらない生活を送ることも可
能です。早く感染がわかるとその後

の体調管理もしやすくなります。 
　留意点として、ある程度検査結果
について心がまえができていないと、
万一陽性とわかったときに、一時的
に大きなショックを受ける可能性が
あります。そのときには結果を一緒
に考えてくれる援助団体もあります
（22～25ページ参照）。心配であれば、
事前にそのような団体に相談するの
も一案でしょう。その際、名前や住
所を言う必要はありません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
A-19　「陰性」結果は、あくまで過
去の行動についての結果です。ただ、
その行動が確実な感染予防をともな
わないかぎり、行動が安全であるこ
とを保証するものではありません。
今後については、感染予防のみがあ
なたを感染から守ってくれます。予
防を実行しなければ、だれでもHIV
感染する可能性が残されています。 

検査を受けたいが、
名前を知られたく

ありません。どうすればよい
のでしょうか？ 

検査で陽性と出る
とこわいので検査

を受けていないのですが、 
どうしたらよいですか？ 

検査で陰性と出ま
した。この「陰性」

は、これからも同じ行動をし
ていてもHIV感染しないとい
うことでしょうか？ 

検査について 
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感染予防から検査・相談まで、 
疑問や不安に答えます 

　最近は、通常検査のほかに、即日検査を
行っている保健所やクリニックもあります。
即日検査では、「陰性」と確認された場合、

その日に結果がわかります。陰性と確認できなかった場合には確認
検査が必要（要確認検査）となり、その際は、後日（1～2週間後）、結
果を聞きに行く必要があります。 

即日（迅速） 
検査について 

検査の流れ（通常検査） 

検査当日受付 

検査前相談 

採血 

保健所によっては、事前の
予約が必要な場合もあり
ます。また、夜間や土日に
検査を行っているところ
もあります。事前に問い合
わせるか、ホームページ等
（22ページ参照）でご確認く
ださい。いつ検査を受ける
かについては、Q16をご参
照ください。 

保健所では、無料・
匿名（氏名を聞かれ
ない）で検査を受け
ることができます。 

約5　の血液
をとります。 

結果説明と 
検査後の相談 

この間、通常1～2週間 
かかります。 

HIVに感染していません。 
　ただし、感染の可能性のある
機会から3か月以内に検査を受
けていた場合は、感染していな
いことを確定するために、その
機会から3か月後にも再検査
を受けましょう。 

HIVに感染している可能性があります。
医療機関で精密な検査を必ず受けてく
ださい。 
　現在は、医療の進歩により発症までの期間
を大幅に延ばすことができます。また、保健所
や医療機関では、いろいろな相談に応じてい
ます。必要なときには連絡してみましょう。 

の場合 の場合 
陰性 陽性 

検査について 
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もし感染していたら…治療などについて 

 
 
 
 
A-20　いまのところ、からだの中にい
るHIVを完全にとりのぞく治療法はあ
りません。ただ、医療の進歩によって、
発症する前に最新の多剤併用療法

※

をはじめれば、発症を遅らせ、他の慢
性疾患と同じように入院することなく
定期的に病院に通うことで、コントロ
ールが可能になっています。つまり、
早期治療が重要だということです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
A-21　現在、全国に約380のエイズ
治療拠点病院が整備されており、治
療や相談にのってもらえます。また、
全国の保健所でも相談にのってもら
えます。 
　平成10年4月からは、HIV感染者は
その病気の程度によって身体障害者

福祉法上の身体障害者として認定され、
さまざまな福祉サービスが受けられ
るようになりました。サービス内容
の詳細については、最寄りの福祉事
務所または市町村にお問い合わせく
ださい。 
　なお、医療機関で専門のカウンセ
ラーが、地域でNGOなどが相談にの
っています。 
 
 
 
 
 
 
 
A-22　適切な予防をすることで、
パートナーや生まれてくる赤ちゃん
がHIVに感染する可能性を低くする
ことができます。まずパートナーと
十分に話し合い、おたがいの意思を
確認してください。そのうえで、子
どもをもつことを希望する場合は、
主治医などに相談しましょう。 

※多剤併用療法とは、治療効果とその持続性を高
　めるため、複数の治療薬を組み合わせて服用す
　る治療法をいいます。 

感染してもエイズ
にならない治療と

いうのはあるのでしょうか？ 

感染したらどこに
相談に行けばよい

のですか？ 

HIVに感染してい
ることがわかって

いますが、子どもをもちたい
のですが…？ 
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　HIVに感染する主な経路はつぎ

の3つです。自分のためにもパー

トナーのためにも、感染予防のた

めに必ず以下の★を実行してく
ださい。 

これだけは守りましょう 

HIV感染を 
防ぐために 

 

 

　感染者との無防備な性行為は

感染の可能性が高い。 

性行為 
（精液・膣分泌液） 

性交・オーラルセックス
（口腔性交）の際は、必ず
コンドームを使う 

性器具の共用をしない 

 

 

　血液にふれることや、血液が体

内に入ると感染の可能性が高まる。 

血液を介して 

注射器具の共用をしない 

 

 

　感染している母親から妊娠中・

出産時・授乳などによって子ども

に感染することがある。 

母親から赤ちゃんへ 
（母子感染） 

予防措置〔服薬、帝王切開、
人工栄養（粉ミルク）で
の養育〕を行う 
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　コンドームは粘膜と体液（精液・膣分泌液）
の接触を避けるためには最も有効な防具で
すが、つぎのことに注意しながら正しく使う
ことが大切です。 

　HIVや他の性感染症を防ぐため
には、まず相手と安全な性行為に
ついてよく話し合うことが重要で
す。そして、予防のためにコンド
ームを使うことを決め、正しい使
いかたを実行しましょう。お酒を
飲みすぎたり、薬物※を使用して
いるときは、コンドームを最初か

ら最後まできちんと装着すること
が難しく、せっかくの予防も中途
半端になり、感染の危険も高まり
ますので避けてください。 

自分とパートナーを守るために 
―ふたりで話しあい、予防を実行しましょう― 

※袋からとり出すときなど、爪を立てて傷つけると破れることがあるので丁寧に扱う 
※一度使用したコンドームは捨てる（つけるのに失敗したコンドームも使わない） 
※コンドームは熱に弱いので、高温になるところ（車のなかなど）に置かない 
※コンドームは圧力や摩擦にも弱いので、財布や定期入れなどに入れない 
※潤滑剤を使用するときは水性のものを選ぶ（油性のベビーオイルなどを使うと破れやすくなる） 
※防虫剤といっしょに保管しない（薬品が小袋を浸透しラテックスと化学反応をおこして破れやすくなる） 
※使用期限を守る（箱に記載されている） 
 

①爪を立てないようにし
て精液だめの空気をぬく 

②勃起したペニスの皮を
根元までたぐりよせる 

③コンドームを途中まで
巻きおろす 

④かぶせた部分を亀頭部
分によせ、根元であまっ
ている皮膚がはるように
してコンドームを根元ま
でおろす 

⑤射精したら、コンドー
ムがはずれないように根
元をおさえながらペニス
をぬく 
⑥口をしばって捨てる 

※市販薬なども本来の目的・用量を外れ快楽
　のために使用すれば薬物乱用になります。
　薬物の乱用は絶対にやめましょう。 
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●エイズ予防情報ネット
全国の自治体の相談・検査窓口一覧のほか、エイズに関するさまざまな情報を
紹介しています。
　http://api-net.jfap.or.jp/
　http://api-net.jfap.or.jp/i/ （携帯電話から）

●HIV検査・相談マップ
全国の検査機関・日時などを紹介しています。
　http://www.hivkensa.com/
　http://www.hivkensa.com/i/ （携帯電話から）

●国立国際医療研究センター病院　エイズ治療・研究開発センター
「一般・患者さん向け」の項目に、HIVの病気の基礎知識や薬剤リストの情報
を掲載しています。
　http://www.acc.go.jp/accmenu.htm

インターネットによる情報提供

電話相談・情報提供
●（財）エイズ予防財団
　　  0120-177-812 （携帯電話からは 03-5259-1815）
　月～金 ：10～13 時・14～17 時（年末年始・祝日を除く）
●AMDA国際医療情報センター東京（外国語による情報提供）
　☎ 03-5285-8088
　英語・中国語・タイ語・スペイン語・韓国語　月～金 ：9～17 時
　ポルトガル語 月・水・金 ：9～17 時（年末年始・祝日を除く）
　フィリピン語 水 ：13～17 時（年末年始・祝日を除く）
　ベトナム語 火 あるいは 木 ：13～17 時（年末年始・祝日を除く）
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名称
北海道大学病院
旭川医科大学病院
札幌医科大学附属病院
国立病院機構仙台医療センター
新潟大学医歯学総合病院
新潟市民病院
新潟県立新発田病院
石川県立中央病院
国立病院機構名古屋医療センター
国立病院機構大阪医療センター
広島大学病院
広島県立広島病院
広島市立広島市民病院
国立病院機構九州医療センター

電話番号
011-716-1161（代表）
0166-65-2111（代表）
011-611-2111（代表）
022-293-1111（代表）
025-223-6161（代表）
025-281-5151（代表）
0254-22-3121（代表）
076-237-8211（代表）
052-951-1111（代表）
06-6942-1331（代表）
082-257-5555（総合案内）
082-254-1818（代表）
082-221-2291（代表）
092-852-0700（代表）

エイズ治療ブロック拠点病院

地域 電話番号

各地域の電話相談リスト

0120-812-606

相談日時

火：19～22 時

※相談日時は年末年始を除きます。
※各自治体の保健所にもエイズ相談窓口があります。
　連絡先は「エイズ予防情報ネット」（http://api-net.jfap.or.jp/）の「検査・相談」から検索できます。

北
海
道

東
北

関
東

名称

レッドリボンさっぽろ

022-276-1960 土：18～21 時（お盆を除く）東北HIVコミュニケー
ションズ（THC）

048-825-3060 月・水・金：10～16 時
埼玉県エイズ
ホットライン

043-290-4278 第4日：14～17時（祝日を除く）エイズ・サポート千葉

03-3292-9090 月～金：9～21 時　土・日・祝：14～17 時東京都エイズ電話相談

※携帯電話からもかけられます
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名称地域 電話番号

各地域の電話相談リスト

相談日時

03-5259-0750
第 2・4土：19～21 時

※男性同性愛者対象

03-5259-0259

03-5259-0256

第 2・4日：19～21 時
※女性同性愛者対象

関
東

ＨＩＶと人権・情報
センター東京

0120-02-8341

03-3361-8909

03-5386-1575

日：13～17 時

土：19～21 時

※陽性者とその家族、パートナー、周囲の人

03-5259-0619
月・水：16～19 時
※陽性者とその家族、パートナー

※男性同性愛者対象

※感染不安の相談

月～土：13～20 時

【英語】土：12～15 時

03-3380-2269
火・水・木：20～22 時
※男性同性愛者、女性同性愛者、
　PHA（感染者、患者）対象

NPO法人アカー
（動くゲイとレズビアン
の会）

ぷれいす東京

03-5685-9644 土：16～19 時ライフ・エイズ・
プロジェクト（LAP）

03-3264-4343 ※つながりにくい場合有毎日：24 時間東京いのちの電話

03-5228-1239 月～金：10～16 時（祝日を除く）はばたき福祉事業団　

045-335-4343

0120-66-2488
045-336-2488

0120-66-2477
045-336-2477

横浜いのちの電話

毎日：24 時間

【ポルトガル語】
水：10～21 時　土：12～21 時

【スペイン語】
水：10～14 時、19～21 時
木・金：19～21時　土：12～21時
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099-285-1292 土：15～18 時HIVかごしま情報局

0120-235-258 土：14～18 時北陸HIV情報センター

092-715-1324

092-715-8395

火・木：19～21時　土：14～18時

【英語】 火：19～21 時

人権と共生を考える
エイズ・ワーカーズ・
福岡

北
陸

近
畿

中
国
・四
国

九
州
・
沖
縄

058-276-8555 第 2土：13～17 時“人間と性”
教育文化センター

078-222-2270 金：19～21 時HIVと人権・情報
センター関西

CHARM
HIVサポートライン関西

甲
信
越

東
海 052-831-2228 水：19～21 時HIVと人権・情報
センター中部

073-474-3222 火：19～21 時（祝日を除く）エイズサポートネット
わかやま

関
東

シェア=国際保健協力
市民の会

080-3791-3630
【タイ語】
木：9～16時　土：17時半～22時

050-3424-0195
（直通）

03-5807-7581

月～金：10～17 時
※外国人医療に関する相談

025-230-7711
-7733

土：14～17 時新潟県看護協会

082-250-6106
（祝日を除く）

火・土：11～17 時
※HIV陽性者対象

※薬害被害者と血友病患者対象

06-6358-0638 水：19～21 時（祝日を除く）
※HIV陽性の人とパートナー・家族のための相談

木・金：15～20 時
※受検者対象

※兵庫県委託事業

月・木・金・土：12～18 時

りょうちゃんず ピア
相談電話（広島）

082-242-0812 土・日：9～16時（第1土曜日を除く）広島県エイズホットライン

082-541-0812 土：18～21 時広島エイズダイアル

045-201-8808

※同性愛者対象

水：18～21 時　土：15～18 時

【英語】月：17～20 時
AIDSネットワーク
横浜

名称地域 電話番号 相談日時

25
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